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全
、
日
本
佛
教
徒
會
議

ー
ー
秘
陰
影

比
叡
山
大
會
の
意
義

理
事
長
佐
々
木
泰
翁

　
南
方
仏
紀
二
千
五
百
年
の
記
念
す
べ
き
こ
の
年
、

蝕
に
日
本
仏
教
発
祥
の
霊
地
と
も
い
う
べ
き
比
叡
山

上
に
於
て
．
矛
四
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
を
開
催
す

る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
意
義
頗
る
深
き
も
の
が
あ

り
、
そ
の
成
果
に
も
一
入
の
期
待
が
か
け
得
ら
れ
る

と
思
う
。

　
会
議
開
催
の
目
的
従
っ
て
そ
の
効
果
に
は
、
大
小

色
々
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
と
思
う
が
，
そ
の
最
も

大
き
い
も
の
エ
一
つ
は
、
日
本
仏
教
徒
相
亙
の
融
和

親
善
で
あ
ら
う
。
日
本
仏
教
の
特
色
で
あ
る
宗
派
仏

教
は
、
仏
教
本
来
の
姿
か
ら
見
て
更
に
、
日
本
の
仏
教

が
世
界
の
仏
教
に
伍
し
て
、
世
界
最
大
の
仏
教
国
と

し
て
実
力
を
発
揮
し
て
行
く
上
に
於
て
、
今
や
大
き

な
飲
点
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
ね
ぽ
な
ら
ぬ
様
相
を

呈
し
つ
エ
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
思
は
れ
る
。

お
亙
に
宗
派
の
殻
に
立
て
こ
も
る
結
果
は
、
結
局

釈
尊
帰
一
の
一
味
仏
教
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
、
宛

か
も
異
教
徒
の
如
き
自
讃
翼
壁
の
言
動
を
見
る
こ
と

が
往
々
で
あ
っ
た
。
最
近
こ
の
傾
向
は
著
し
く
反
省

せ
ら
れ
て
来
た
と
は
云
え
．
そ
の
底
流
は
ま
だ
何
と

な
く
シ
ツ
ク
リ
し
な
い
も
の
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
否
定
出
来
ま
い
。

更
に
日
本
仏
教
の
現
物
に
は
、
僧
と
俗
、
在
家
と
僧

（
出
家
と
は
言
は
な
い
）
の
問
題
が
あ
る
。
仏
教
本

来
か
ら
言
え
ば
、
僧
と
在
家
者
と
の
関
係
は
、
能
化

所
化
の
間
柄
で
、
従
っ
て
常
に
能
礼
所
礼
の
融
合
体

大
会
開
催
地
比
叡
山

　
比
叡
山
は
今
か
ら
一
千
百
六
十
八
年
前
伝
教
大

師
の
お
開
き
に
な
っ
た
難
山
で
あ
る
。
大
師
が
当

時
お
建
て
に
な
っ
た
御
堂
は
、
三
つ
の
堂
舎
よ
り

成
り
、
中
央
の
堂
は
薬
師
如
来
を
安
置
し
．
北
の

堂
は
毘
沙
門
天
を
安
置
し
、
南
の
堂
は
一
切
経
と

天
台
大
師
の
尊
像
を
安
置
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、

薬
師
堂
は
三
つ
の
堂
の
中
央
に
な
っ
て
い
る
ゆ
、
兄

中
堂
と
称
せ
ら
れ
た
。
そ
の
後
備
証
大
師
が
、
三

十
を
修
覆
せ
ら
れ
た
時
、
こ
れ
を
合
せ
て
一
堂
と

な
し
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
現
在
の
根
本
中
堂

の
形
で
あ
る
。
伝
教
大
師
は
、
根
本
中
堂
を
お
建

て
に
な
っ
た
時
．

　
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
の
仏
た
ち

　
わ
が
立
つ
杣
に
冥
加
あ
ら
せ
た
ま
へ

と
一
首
の
和
歌
を
詠
じ
た
も
う
た
。

　
比
叡
山
は
仏
道
修
行
の
道
場
と
し
て
、
ま
た
仏

教
学
の
渕
叢
と
し
て
、
数
世
紀
に
わ
た
っ
て
日
本

羅蟹蜀団賑安善測
比叡山根本申堂

仏
教
の
上
に
大
き
な
影
響
感
化
を
与
え
た
。
法
然

上
人
、
親
鶯
聖
人
、
平
常
禅
師
、
道
元
禅
師
、
日

蓮
上
人
等
み
な
こ
こ
で
修
行
修
学
し
や
が
て
各
宗

の
祖
と
な
ら
れ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

　
爾
オ
四
回
全
国
大
会
の
開
催
に
使
用
さ
れ
る
会

場
は
書
院
の
近
く
に
あ
る
宿
院
で
あ
る
が
、
今
や

本
大
会
を
迎
え
る
に
際
し
其
の
諸
準
備
に
万
全
を

期
化
て
い
る
。

・
”
‘
　
一

で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
然
し
日
本
仏
教
の
今
の
実
情

は
必
ず
し
も
そ
の
通
り
で
は
な
く
、
多
分
の
遊
離
傾

向
を
見
逃
し
得
な
い
。
そ
の
他
ど
の
団
体
に
も
あ
る

年
齢
差
や
性
の
相
違
か
ら
来
る
不
融
和
等
、
こ
れ
ら

を
包
蔵
す
る
日
本
仏
教
徒
が
、
宗
派
を
超
え
年
令
性

別
を
越
え
て
比
叡
山
上
の
こ
の
霊
地
に
、
而
も
往
昔

仏
道
に
ひ
た
む
き
に
精
進
さ
れ
た
各
々
の
祖
師
の
所

跡
を
偲
び
つ
玉
相
会
す
る
こ
と
の
、
日
本
仏
教
今
後

の
展
開
に
如
何
に
有
意
義
で
あ
る
こ
と
か
。
世
界
の

興
亡
、
国
家
の
治
乱
も
、
一
に
掛
っ
て
人
の
和
か
不

和
か
に
あ
る
を
思
え
ば
蓋
し
思
い
半
ば
に
過
ぎ
る
で

あ
ら
う
。

　
会
議
の
目
的
の
矛
二
は
、
亙
に
胸
…
襟
を
開
い
て
日

本
仏
教
の
よ
り
よ
き
明
日
に
つ
い
て
語
り
合
弓
こ
と

に
あ
る
と
思
う
。
今
日
本
の
仏
教
は
国
内
的
に
も
国

際
的
に
も
色
々
な
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。
日
本
再

建
並
に
世
界
平
和
の
確
立
と
い
う
我
々
に
課
せ
ら
れ

て
い
る
大
問
題
は
別
と
し
て
も
尤
も
そ
の
他
の
問
題

の
一
つ
く
に
努
力
す
る
こ
と
が
結
局
こ
の
大
問
題

へ
の
道
程
で
は
あ
る
が
国
内
的
に
は
仏
教
自
体
が
包

蔵
す
る
諸
問
題
の
外
に
、
対
政
治
の
問
題
、
対
外
的

問
題
等
多
種
多
様
で
あ
り
、
更
に
国
際
的
な
問
題
と

し
て
は
、
何
と
い
っ
て
も
世
界
で
扁
番
有
力
な
仏
教

国
で
あ
る
と
思
は
れ
て
い
る
だ
け
に
、
殊
に
最
近
わ

が
国
を
中
心
と
す
る
国
際
状
勢
が
、
東
亜
仏
教
圏
諸

国
と
の
提
携
を
前
提
と
し
て
展
開
さ
れ
る
方
向
に
進

み
つ
」
あ
る
為
め
に
、
そ
の
媒
傾
と
し
て
の
日
本
仏
　
　
、

教
徒
へ
の
期
待
が
内
外
か
ら
か
な
り
大
き
い
と
い
5
・
・

事
情
も
あ
り
、
而
も
本
年
は
南
方
伍
紀
の
二
千
五
首

年
と
い
う
記
念
す
べ
き
聖
な
る
年
で
あ
る
為
め
に
、

南
方
諸
国
で
色
々
か
記
念
行
事
が
行
は
れ
そ
れ
に
協

力
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
立
場
も
あ
っ
て
、
日
本
仏
教
の
対

外
的
に
な
さ
カ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
誠
に
多
岐
多
端
で

あ
る
。
こ
の
内
外
色
々
な
直
面
し
て
い
る
問
題
を
最

も
有
効
に
最
も
適
切
に
処
理
す
る
為
め
に
は
、
出
来

る
だ
け
多
く
の
人
が
一
堂
に
会
し
て
虚
心
に
話
し
合

い
、
所
謂
衆
智
を
聚
め
而
も
熱
情
を
沸
か
す
こ
と
が

極
め
て
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
を
俣
た
な
い
、

　
そ
の
他
本
大
会
え
の
期
待
は
極
め
て
多
い
が
要
す

る
に
、
日
本
仏
教
の
総
力
結
集
に
対
す
る
。
我
々
日

仏
教
徒
に
課
せ
ら
れ
た
目
下
の
諸
問
題
を
如
何
に
総

力
を
挙
げ
て
解
決
す
る
に
至
ら
し
め
る
か
黛
本
大
会

窮
局
の
意
義
と
信
じ
切
に
そ
の
成
果
を
期
待
す
る
も

の
で
あ
る
。
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四
月
　
入
　
日
　
国
際
親
善
花
ま
つ
り
（
於
東
京
朝

　
　
　
　
　
　
　
日
生
命
ホ
ー
ル
）

　
　
　
十
二
日
　
全
日
仏
婦
大
会
（
於
東
京
日
比
谷

　
　
　
　
　
　
　
公
会
堂
）

　
　
　
〃
　
　
　
マ
ラ
ラ
セ
ヶ
ー
ラ
博
士
山
米
鼠
（
英

　
　
　
　
　
　
　
丈
辞
典
打
合
せ
の
為
）

　
　
　
十
四
日
　
日
宗
連
理
事
会
（
理
事
長
交
替
）

　
　
　
〃
　
　
　
マ
博
士
歓
迎
午
餐
会
（
於
三
笠
会

　
　
　
　
　
　
　
館
）

　
　
　
〃
　
　
　
英
文
仏
教
辞
典
矛
一
回
編
纂
協
議

　
　
　
　
　
　
　
会

　
　
　
十
五
日
　
〃
　
　
　
　
矛
二
回
　
〃

　
　
　
〃
　
　
　
マ
博
士
講
演
会
（
於
大
正
・
駒
沢

　
　
　
　
　
　
　
大
）

　
　
　
十
八
日
　
英
文
仏
辞
典
矛
三
回
編
纂
協
議
会

　
　
　
二
十
日
　
評
議
員
会
（
理
事
並
役
員
選
出
そ

　
　
　
　
　
　
　
の
他
の
件
）

　
　
二
十
三
日
　
青
少
年
旅
行
活
動
委
員
会

　
　
二
十
七
日
　
新
興
宗
教
に
関
す
る
対
策
懇
談
会

　
　
　
　
　
　
　
（
在
京
塁
審
教
化
部
長
）

五
月
　
三
　
日
　
福
井
県
仏
結
成
大
会
並
講
演
会

　
　
　
　
　
　
　
（
長
井
副
会
長
出
席
）

　
　
　
四
　
日
　
福
井
県
小
浜
市
講
演
会
（
長
井
副

　
　
　
　
　
　
　
会
長
出
講
）

　
　
　
六
　
日
　
石
川
県
仏
講
演
会
於
金
沢
（
〃
）

　
　
　
八
　
日
　
常
務
理
事
会
（
役
員
選
出
其
他
の

　
　
　
　
　
　
　
件
）

　
　
　
十
二
日
日
宗
連
理
事
会

　
　
　
十
四
日
神
奈
川
県
営
総
会

　
　
　
十
五
日
置
ジ
ャ
イ
ナ
教
僧
正
来
局
（
幹
部
と

　
　
　
　
　
　
　
懇
談
）

　
　
　
十
七
日
　
教
学
委
員
会
（
中
央
講
習
会
其
他

　
　
　
　
　
　
　
の
件
）

　
　
　
十
九
日
　
ビ
ル
マ
苗
学
僧
壮
行
会
並
ウ
エ
サ

　
　
　
　
　
　
　
ー
カ
祭
（
於
東
京
浅
草
本
願
隅
寺
）

　
　
　
〃
　
　
　
ビ
ル
マ
W
田
学
僧
十
三
名
羽
田
出
発

　
　
二
十
一
日
　
引
揚
完
結
国
民
大
会
へ
参
加
（
於

　
　
　
　
　
　
’
東
京
日
比
谷
野
晋
楽
堂
）

　
　
　
三
十
日
　
全
国
教
講
師
大
会
　
　
於
名
古
屋

　
　
　
　
　
　
　
（
佐
々
木
理
事
長
出
席
）

六
月
　
一
　
日
’
ビ
ル
マ
遺
骨
収
集
促
進
準
備
会

　
　
　
入
　
日
　
常
務
理
事
会
（
ビ
ル
マ
遺
骨
収
集

　
　
　
　
　
　
　
其
他
の
件
）

　
　
　
十
　
日
　
日
宗
連
理
事
会
（
社
会
を
明
る
く

　
　
　
　
　
　
　
す
る
運
動
其
他
の
件
）

　
　
　
十
一
日
　
ビ
ル
マ
三
一
笈
者
慰
霊
会
発
起
人
会

　
　
　
　
　
　
　
於
首
…
胆
官
邸

．
　
ド
　
　
・

　　　　七
至自宅自月

忌
入
日

二
十
入
日

　
一
　
日

〃
三
　
日

五
　
二

七
　
日

新
　
日

十
九
日

二
十
二
日

　
三
十
日

八
月
　
一

　
　
　
五

　
　
　
九

　
　
　
十

九
月

＋
月

日日日日

十
一
日

十
三
日

十
七
日

十
入
日

十
九
日

三
　
日

五
　
日

〃入
　
日

三
十
日

三
　
日

十八七
日日日

ヘ
ル
シ
ン
キ
平
和
会
議
三
浦
代
表

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
託
す

英
文
仏
教
辞
典
編
纂
委
員
会

常
務
理
事
会
（
ビ
ル
マ
首
相
歓
迎

其
他
の
件
）

矛
二
回
中
央
講
習
会
（
於
東
京

築
地
本
願
寺
）

都
道
府
県
門
教
会
代
表
者
会
同

新
潟
県
下
集
中
伝
道
（
友
松
総
長

出
講
）

秋
田
県
仏
再
組
織
大
会
（
友
松
総

長
出
席
）

ビ
ル
マ
首
相
夫
妻
来
日
歓
迎
仏
教

徒
大
会
　
　
於
東
京
築
地
本
願
寺

（
大
谷
会
長
出
席
）

日
め
不
連
理
事
会
（
ビ
ル
マ
慰
雪
並
立
’

付
の
件
）

国
際
委
員
会
（
　
学
僧
其
他
の
件
）

世
界
宗
教
会
議
　
（
於
東
京
国
際

文
化
会
館
）

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
仏
教
徒
歓
迎
会

於
　
般
若
苑

教
学
委
員
会
（
身
延
山
大
会
其
他

の
件
）

申
国
仏
教
協
会
趙
副
会
長
来
日

凌
中
国
（
台
湾
）
秘
書
官
来
局
（
玄

奨
三
蔵
塞
骨
分
骨
の
件
）

セ
イ
ロ
ン
大
使
招
待
会
（
於
ホ

テ
ル
・
テ
イ
ト
）

趙
副
会
長
歓
迎
会
　
　
於
築
地
本

願
寺
中
国
殉
難
者
慰
霊
大
法
要

於
　
芝
青
松
寺

佐
々
木
理
事
長
海
外
出
発

尺
ナ
テ
イ
ツ
サ
大
僧
正
来
日

常
務
理
事
会
（
理
事
会
顧
問
．
参

与
推
薦
其
他
の
件
）

イ
ン
ド
よ
り
の
仏
舎
利
奉
迎
式

於
　
日
比
谷
公
会
堂

日
没
連
理
事
会

関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

（
身
延
山
大
会
其
他
の
件
）

関
東
地
区
宗
務
総
長
会
同

（
仏
紀
二
千
五
百
年
記
念
事
業
其

他
の
件
に
つ
い
て
）

セ
イ
ロ
ン
国
ラ
ト
ナ
ヤ
カ
議
員
来

局東
北
プ
ロ
ツ
ク
会
議

日
曝
厘
理
事
会
（
新
生
活
運
動
協

会
の
件
）

〃

　至自

六六四

日日日

十

月二二　二　こ二

四実重土描
日日　日　日日日

　
十
　
日

　
〃
　
十
五
日

　
十
七
日

二
十
二
日

三
十
三
日

〃二
十
四
日

二
十
五
日

二
十
七
日

　
　
二
十
九
日

十
＝
月
四
日

　
　
　
六
　
日

　
　
　
八
　
日

〃九
　
日

十
六
日

十
七
日

二
十
日

二
十
一
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
♪

六
国
国
慶
節
　
　
於
中
国
大
使
館

（
役
員
部
長
出
席
）

安
藤
正
純
副
会
長
逝
去

英
文
仏
教
辞
典
常
任
委
員
会

各
野
仏
婦
担
当
責
任
者
会
同

（
仏
婦
育
成
に
つ
い
て
）

英
文
仏
教
辞
典
編
纂
委
員
会

於
　
京
都
仏
大

関
東
甲
信
越
仏
社
連
理
事
会

常
務
理
事
会
（
身
延
山
大
会
其
他

の
件
）

矛
三
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議

身
延
山
大
会

常
務
理
事
会
（
カ
ン
ボ
ジ
ア
並
に

中
国
仏
教
協
会
よ
り
仏
像
、
書
籍

贈
呈
申
出
の
件
）

常
務
理
事
会
（
玄
焚
三
蔵
塞
骨
分

骨
其
他
の
件
）

社
会
事
業
仏
教
関
係
者
懇
談
会

日
払
連
理
事
会
（
宗
教
々
講
師
設

置
基
準
案
其
他
の
件
）

国
際
委
員
会
（
玄
　
三
蔵
分
骨
其

他
の
件
）

国
際
委
員
会
（
　
〃
　
　
　
　
）

常
務
理
事
会
（
　
〃
　
　
　
　
）

玄
堤
三
蔵
盤
骨
捧
持
団
壮
行
会

（
於
　
中
国
大
使
館
）

玄
漢
三
蔵
霊
力
分
骨
法
要

於
　
埼
玉
県
慈
恩
寺

　
　
〃
　
　
　
捧
持
団
羽
田
出
発

沖
縄
返
還
国
民
運
動
協
議
会
結
成

大
会
へ
参
加

（
於
　
東
京
青
山
日
本
青
年
館
）

日
宗
連
法
務
省
矯
正
局
と
協
議
会

於
　
法
務
省

カ
ン
ボ
ジ
ア
首
相
来
日

玄
癸
三
蔵
建
骨
奉
持
団
帰
国

成
道
会
　
於
東
京
朝
日
生
命
ホ

ー
ル
（
沖
縄
の
実
状
を
聞
く
）

カ
ン
ボ
ジ
ア
首
相
総
持
寺
へ
参
拝

玄
奨
霊
骨
捧
持
団
帰
朝
歓
迎
並
報

告
会
　
於
三
笠
会
館

常
務
理
事
会
（
ビ
ル
マ
遺
骨
収
集

宗
教
代
表
選
定
の
件
）

日
宗
連
理
事
会
（
教
講
師
後
援
其

他
の
件
）

英
文
仏
教
辞
典
常
任
委
員
会
並
翻

訳
協
議
会

於
　
東
洋
大
学
芋
学
士
会
館

東
日
本
詠
㌣
」
盟
結
成

昭
和
三
十
一
年
度

一
月
十
八
日

　
二
十
一
日

　
　
〃

　
二
十
四
日

　　　月

九〃六五

日　日日

十十十十
八　七二ー
日　日日日

　
　
〃

、

　
　
二
十
日

　
二
＋
一
日

三
月

二
十
九
日

三
　
日

羽
　
日

十
二
日

十
三
日

〃十
四
日

十
五
日

十
六
日

〃十
七
日

〃〃十
八
日

十三十†
一十六三
目目日日

仏
国
二
千
五
百
年
記
念
事
業
に
関

す
る
懇
談
会

全
国
宗
務
総
長
会
同
（
昭
和
三
十

　一

N
度
予
算
編
成
其
他
の
件
）

青
少
年
旅
行
活
動
に
同
宗
団
協
力

決
議
ビ
ル
マ
遺
骨
収
集
団
先
発
隊
出
発

ダ
ル
マ
ワ
ー
ラ
大
僧
正
来
日

日
宗
連
理
事
会

ビ
ル
マ
遺
骨
収
集
団
羽
田
出
発

三
一
二
千
五
百
年
協
賛
記
念
事
業

委
員
会

英
文
仏
教
辞
典
特
別
編
纂
委
員
会

　
　
〃

常
務
理
事
会
（
昭
和
三
十
一
年
度

予
算
編
成
其
他
の
件
）

全
国
都
道
府
県
仏
教
会
長
会
同

（
昭
和
三
十
一
年
度
事
業
計
画
其

他
の
件
）

加
盟
各
種
団
体
代
表
者
会
同
（
〃
）

花
ま
つ
り
委
員
会

日
本
カ
ン
ボ
ジ
ア
親
善
仏
教
徒
大
、

会　
　
於
東
京
築
地
本
願
寺

（
大
谷
会
長
出
席
㌧

日
電
連
理
事
会
（
宗
教
々
講
師
連

盟
結
成
其
他
の
件
）

花
ま
つ
り
委
員
会

岡
山
県
仏
発
会
（
岩
野
局
長
出
講
）

教
学
委
員
会
（
比
叡
山
大
会
其
他

の
件
）

花
ま
つ
り
委
員
会

報
道
関
係
者
招
待
懇
談
会

仏
教
議
員
矛
一
回
懇
談
会

於　
　
参
議
院
食
堂

ビ
ル
マ
遺
骨
収
集
団
帰
国

常
務
理
事
会
、
理
事
会
（
昭
和
三

十
一
年
度
予
算
其
他
の
件
）

ビ
ル
マ
遺
骨
収
集
団
宗
教
代
表
歓

迎
会
ビ
ル
マ
戦
智
者
慰
二
大
法
要

　
　
東
京
原
宿
社
会
事
業
会
館

於花
ま
つ
り
委
員
会

西
日
本
詠
歌
連
盟
結
成

…
延
縄
返
還
要
請
国
民
大
会
に
参
加

　
　
東
京
京
橋
公
会
堂

於関
東
黒
田
連
彼
岸
会
法
要
集
会

花
ま
つ
り
委
員
会

矛
喝
回
時
局
対
策
委
員
会

花
ま
つ
委
員
：
　
　
　
－
－
田
国
－
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ビ

ル
マ
の
離
離
記
念

全
課
の

謬
典
に

代
表
出
番

。
。
。
。
。
大
谷
会
長
夫
妻
は
セ
イ
ロ
ン
へ

　
ビ
ル
マ
の
チ
ヤ
ツ
タ
サ
ソ
ガ
ヤ
ー
ナ
に
於
け
る
矛

六
回
仏
典
結
集
の
完
結
を
祝
っ
て
五
月
二
十
二
目
か

ら
廿
七
日
ま
で
、
ラ
ン
グ
ー
ン
市
に
於
い
て
行
は
れ

る
仏
紀
ニ
モ
五
百
年
記
念
式
典
に
日
本
政
府
を
代
表

し
て
長
井
農
時
副
会
長
が
鳩
山
総
理
の
メ
ッ
セ
ー
ヂ

を
持
っ
て
五
月
十
九
日
午
前
一
時
羽
田
室
港
発
で
ラ

ン
グ
ー
ン
へ
七
っ
て
出
発
し
た
。

　
な
ほ
全
日
本
仏
教
会
か
ら
知
恩
院
門
主
岸
信
宏
十

全
仏
常
務
理
事
中
山
理
々
師
及
び
岸
門
主
随
行
と
し

て
藤
吉
慈
海
国
際
委
員
（
京
大
人
文
研
勤
務
）
が
代
表

と
し
て
二
十
日
午
後
八
時
羽
田
発
で
出
発
さ
れ
た
。

　
な
ほ
一
行
は
国
賓
と
し
て
式
典
に
参
列
さ
れ
、

岸
．
長
井
両
代
表
は
月
末
帰
国
さ
れ
る
。

　
中
山
常
務
理
事
は
東
南
ア
ジ
ア
各
国
を
歴
訪
し
種

々
打
合
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
特
に
ヵ
ソ
ボ

ヂ
ア
へ
の
訪
問
は
仏
教
移
民
に
つ
い
て
具
体
策
が
打

出
さ
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。
藤
吉
慈
海
委

員
は
ビ
ル
マ
の
宗
教
事
情
視
察
の
た
め
約
一
ケ
月
滞

在
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
な
ほ
そ
れ
に
先
立
ち
、
か
ね
て
セ
イ
ロ
ン
政
府
よ

り
国
賓
と
し
て
招
か
れ
て
い
た
大
谷
光
照
全
曲
会
長

西
本
願
寺
門
主
、
同
裏
方
鼓
び
に
随
行
の
長
尾
下
人

京
大
教
授
（
英
文
仏
教
百
科
辞
典
編
纂
副
委
員
長
）

は
、
去
る
十
七
日
夜
ホ
テ
ル
テ
イ
ト
に
於
け
る
セ
イ

ロ
ン
大
使
の
招
待
会
に
、
北
畠
総
長
．
中
山
常
務
理

事
ら
と
出
席
、
翌
十
八
日
築
地
に
於
け
る
壮
行
会
に

出
席
さ
れ
同
夜
十
一
時
二
分
盛
大
な
見
送
り
を
受
け

B
O
A
C
機
で
回
路
出
発
し
た
。
な
ほ
同
会
長
夫
妻

ら
一
行
は
セ
イ
ロ
ン
に
於
け
る
式
典
参
列
後
カ
ル
カ

ッ
タ
．
マ
ニ
ラ
径
由
で
帰
国
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　
セ
イ
ロ
ン
大
使
富
山

　
　
　
　
　
　
　
長
野
で
仏
教
講
演

　
セ
イ
ロ
ン
国
駐
日
大
使
ス
サ
ソ
タ
・
ド
ゥ
。
フ
オ

ン
セ
三
三
は
五
月
八
日
中
山
全
仏
常
務
理
事
同
行
の

下
、
富
山
県
入
善
町
養
照
寺
（
住
職
藤
窩
常
倫
氏
）

に
於
け
る
「
花
ま
つ
り
」
に
参
加
、
多
数
の
聴
衆
を

前
に
仏
教
講
演
会
を
な
し
、
全
仏
主
唱
の
全
国
五
百

O
O
O
O
O

都
市
伝
道
の
矛
一
声
と
し
て
多
大
の
成
果
を
得
た
。

つ
い
で
翌
九
日
に
は
善
光
寺
へ
参
拝
、
同
夜
大
勧
進

で
、
叉
、
翌
十
日
に
は
、
長
野
市
の
商
業
高
校
、
文
一

化
学
院
等
で
、
若
い
層
に
向
っ
て
熱
弁
を
ふ
る
い
、

各
所
で
深
い
感
蝋
を
受
け
た
。
筒
大
使
は
五
月
廿
四

日
の
京
都
に
於
け
る
ウ
エ
サ
ー
カ
祭
に
出
席
さ
れ
る

外
、
廿
五
日
か
ら
比
叡
山
で
開
か
れ
る
矛
四
回
全
日

本
仏
教
徒
会
議
に
引
き
つ
ゴ
き
出
席
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
寄
せ
る
事
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
ビ
ル
マ
長
老
の

　
　
　
　
　
　
歓
迎
会
盛
大
に

　
去
る
五
月
十
五
日
午
後
一
時
か
ら
、
テ
ー
ラ
ヴ
ア

ー
ダ
仏
教
普
及
の
為
四
月
中
旬
来
日
、
以
来
全
国
で

仏
教
講
演
旅
行
を
つ
慧
け
て
来
た
、
ビ
ル
マ
仏
教
会

の
重
鎮
ウ
・
テ
イ
デ
イ
ラ
・
ウ
・
ニ
ヤ
ヌ
ツ
タ
ラ
両

長
老
の
歓
迎
懇
談
会
が
築
地
本
願
寺
特
別
室
で
長
井

椎
尾
副
会
長
以
下
多
数
出
席
の
下
盛
大
に
開
か
れ
た

な
ほ
　
　
　
ウ
。
ニ
　
ヌ
．
　
　
▼
　
一
　

日

夜
K
L
M
…
機
で
ビ
ル
マ
へ
、
」
・
八
日
に
は
ウ
・
テ

イ
テ
イ
ラ
長
老
が
同
じ
く
K
L
M
機
で
シ
ド
ニ
ー

に
向
つ
た
。

　
　
常
務
理
事
会
開
催

　
五
月
十
二
日
午
前
十
時
よ
り
、
築
地
本
願
寺
に
於

て
常
務
理
事
会
を
開
催
し
、
佐
々
木
泰
翁
、
長
岡
慶
信

米
山
久
、
前
田
宥
爽
、
常
光
浩
然
、
岩
野
真
雄
、
鳥

居
敬
誉
、
奥
本
大
倫
、
神
田
筒
順
（
代
）
、
阿
部
竜

伝
、
重
永
潜
、
猪
俣
興
一
、
小
笠
原
義
雄
、
中
山
理

々
、
山
本
杉
の
各
氏
が
出
席
左
記
協
議
事
項
を
協
議

し
た
。

　
一
、
本
会
法
人
格
取
得
に
関
す
る
件

　
右
に
関
し
て
は
委
員
会
を
結
成
し
て
研
究
を
な
し

次
期
評
議
員
会
ま
で
に
提
案
で
き
る
様
に
事
務
を
進

め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
ほ
委
員
数
は
理
事
長
を
加

え
て
五
名
と
し
、
そ
の
人
選
は
理
事
長
に
一
任
し
た

　
二
、
比
叡
山
大
会
．
ウ
エ
サ
ー
ヵ
祭
壇
祝
典
運
営

　
　
　
の
件

　
岩
野
局
長
よ
り
大
会
準
備
現
況
の
報
告
が
あ
り
一

　
同
了
承
し
た
。

　
一
『
入
事
に
関
す
る
件

　
中
山
国
際
局
長
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
辞
任
の
申

出
が
あ
り
た
る
に
よ
り
、
事
情
由
一
む
を
得
ざ
る
事
を

認
め
、
後
任
者
選
出
の
件
に
つ
き
種
々
協
議
が
行
は

れ
た
結
果
、
古
製
委
員
五
名
を
選
出
し
詮
衡
委
員
会

を
開
催
し
た
。
覧
会
議
の
結
果
阿
部
竜
伝
理
事
を
後
任

璽
牽
引
靴
蕪
璽
農
蔦
蔓
楚
筆

常
光
浩
然
、
奥
本
大
倫
の
五
氏
で
あ
っ
た
，

　
四
、
其
の
他

世
界
佛
陀
の
日
に
當
っ
て

　
　
　
：
・
ウ
エ
サ
ー
カ
大
祝
典
の
意
味
：

事
務
総
長

　
南
方
仏
事
二
千
五
百
年
を
記
念
し
て
、
セ
イ
ロ

ン
・
ネ
パ
ー
ル
・
ビ
ル
マ
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
等
の
諸

国
は
こ
ぞ
っ
て
ウ
エ
サ
ー
山
祭
を
行
ひ
、
釈
尊
の

遺
徳
を
讃
え
る
た
め
の
行
事
を
お
こ
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
で
は
ウ
エ
サ
ー
ヵ
と
は
、
一
体
ど
う
い

う
意
昧
を
も
つ
言
葉
で
あ
ら
う
か
。
ほ
ん
と
う
は

ず
ぽ
り
と
適
当
な
訳
語
を
も
つ
て
す
れ
ば
す
ぐ
分

る
の
で
あ
る
が
、
ま
だ
一
般
に
認
め
ら
れ
た
訳
語

が
な
い
か
ら
、
簡
単
に
そ
の
意
味
を
説
明
し
よ
う

ウ
エ
サ
ー
カ
と
は
、
五
月
の
満
月
の
日
に
行
う
釈

尊
の
誕
生
と
成
道
と
尊
母
の
三
つ
の
意
昧
を
含
め

北

畠

教

眞

た
祭
典
を
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
マ
ハ
ー
ヴ

ン
サ
（
大
外
）
に
、
釈
尊
が
ウ
ル
ビ
ン
ラ
村
な
る

菩
提
樹
の
下
で
、
ウ
エ
サ
ー
ヵ
月
の
満
月
の
日
に

騨
灘
　
灘
　
　

　
　
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
買
壬
よ
り
　

度
，
ビ
ル
マ
方
面
へ
の

　
任
派
遣
の
田
田
壮
行
会
の
件
等
の
報
告
が
あ
り
、
種

　
々
協
議
の
結
果
午
後
一
時
閉
会
し
た
。

　
　
評
議
員
会
並

　
　
　
　
全
国
宗
務
網
長
会
議
の
開
催

　
　
五
月
二
日
午
後
一
時
よ
り
全
国
各
宗
々
務
総
長
会

　
議
。
同
午
後
三
時
よ
り
評
議
員
会
を
京
都
東
本
願
寺

　
に
開
催
し
た
。
午
後
一
時
開
催
の
全
国
宗
務
総
長
会

　
議
に
絶
て
は
別
所
庶
務
部
長
の
司
会
に
よ
り
、
最
初

　
に
佐
々
木
理
事
長
、
北
畠
事
務
総
長
、
小
笠
原
総
務

　
局
長
の
挨
拶
あ
り
、
次
に
議
長
に
東
本
願
寺
宗
務
総

・
長
宮
谷
法
含
師
を
選
出
し
議
事
に
入
っ
た
。

　
議
長
の
挨
拶
に
引
続
き
、
小
笠
原
局
長
昭
和
三
十
年

忌
度
の
事
業
報
告
を
行
い
、
終
了
後
左
記
協
議
事
項
を

　
各
局
長
よ
り
説
明
あ
り
之
に
対
し
熱
心
な
質
疑
あ
り

　
　
一
部
協
議
事
項
ほ
評
議
員
会
に
ゆ
つ
る
こ
と
」
し
て

　
三
時
過
ぎ
宗
務
総
長
会
議
を
終
了
し
た
。
な
ほ
協
議

　
事
項
は
、

　
1
．
昭
和
三
十
一
年
度
予
算
に
関
す
る
件

　
2
．
昭
和
二
十
九
年
度
決
算
に
関
す
る
件

　
3
．
昭
和
三
十
一
年
度
事
業
計
画
に
関
す
る
件

　
4
．
本
会
法
人
絡
取
得
に
関
す
る
件

　
5
，
ウ
エ
サ
二
三
大
祝
典
開
催
の
件

　
6
．
矛
四
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
比
叡
山
大
会
開
催

　
　
　
の
件

　
7
，
印
度
に
於
け
る
仏
教
ユ
ネ
ス
コ
会
議
派
遣
人
選

　
　
　
の
件

　
8
．
矛
四
回
世
界
仏
教
徒
会
議
ネ
パ
ー
ル
大
会
の
件

　
9
．
各
都
道
府
県
記
念
伝
道
並
青
少
年
対
策
運
動
に

　
　
　
関
す
る
件

　
1
0
，
宗
教
々
講
師
連
盟
結
成
並
大
会
に
関
す
る
件

　
1
1
．
宗
教
々
講
後
援
会
結
成
に
関
す
る
件

　
1
2
，
英
文
仏
教
百
科
辞
典
配
本
予
約
御
依
頼
の
件

　
1
3
．
其
他
の
件

　
　
宗
務
総
長
会
議
終
了
後
直
ち
に
評
議
員
会
を
開
会

　
　
し
、
総
長
会
議
と
同
様
理
事
長
、
総
長
、
総
務
、
局

　
長
の
挨
拶
あ
り
、
宮
谷
法
含
評
議
員
を
議
長
に
選
出

　
　
昭
和
三
十
年
度
事
業
報
告
に
続
い
て
前
記
協
議
事
項

　
　
の
説
明
を
行
い
、
之
に
対
す
る
質
疑
あ
り
、
種
々
熱

　
　
心
に
協
議
が
行
は
れ
．
午
後
五
時
三
十
分
意
義
あ
る

　
　
評
議
員
会
を
閉
会
し
た
。

　
　
当
日
の
出
席
者
は
佐
々
木
泰
翁
、
仲
井
義
照
、
柳
生

　
　
昌
泉
、
竹
村
教
智
、
奥
本
大
倫
、
佐
藤
明
義
、
堀
内

　
　
貫
夫
、
宮
谷
法
含
、
衣
笠
興
道
、
前
田
宥
麗
、
五
十

　
　
嵐
準
良
、
森
岡
善
暁
、
塚
原
徳
応
、
芝
原
卿
音
、
福

　
　
井
健
正
、
池
田
静
潤
、
木
下
寂
元
、
森
定
慈
紹
、
梅

　
　
園
淳
良
、
岡
本
孝
信
、
辻
本
天
常
、
松
本
静
成
、
木

　
　
全
大
孝
、
小
泉
文
翁
、
小
川
隠
田
、
河
辺
賢
雄
．
壬

　
　
生
照
順
（
代
）
、
暗
中
義
恭
（
代
）
、
丸
山
行
遼
．

　
　
山
本
杉
、
船
口
暉
子
、
蒲
池
繁
、
村
瀬
良
彦
、
山
回

　
　
信
雄
、
箕
輸
英
章
、
竹
中
素
論
、
猪
俣
興
一
（
代
）

　
　
の
各
師
で
あ
っ
た
。

”
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